































































































































































































































































表 1 米国の留学生教育における英語運用能力と学謀教育との関係(1 ) 
I E E 







造に間 いが多く 意 できるが，し しば












つ分な話質けなて されれば， つはっきりと題話されれ近 題についての
ば， 質身近な話陳時と につい聴解能力 事実上運用能力なし 簡単実な 語聞は理解使必する。 ての聞や述や会




こ と や 近 な 話 につ で理ヅ月て、解可能な形で
いては 聞をしたり答 をわすことがで
発話能力 事実ーヒ運用能力なし えたりすることができ きるが， 構学術文や語発音は





出所 :EnglishLanguage Proficiency Chart. Produced by the Consortium on 
Intensive English Program (CIEP) of the Association of Teachers of 
English as a Second Language (ATSL) in consultation with the 
Admission Section (ADSEC) of NAFSA，n.p.，n.d. 
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特論国際社会と大学
表 1 米国の留学生教育における英語運用能力と学課教育との関係(2 ) 
町 V VI 
英語運用能力 学低課限教育能に必要あな最 学部課分教的育な能に必力要がなあるうち 学力課を教十育分にに必有要すなる能
の 力 が る 。
学 課教育 学課 教 育 は 制 限 し て 実 施 通常の学課教育を実施
身近な話題や学問上の 一定書の余裕を持日寺って文 ネイティブに比べて多時あ
話題について，ほとん がけるが， に慣用 少書慣く速度現が遅く，
どの文時型が使味きいこなせ 的時用間法の誤用がある に 用解表説構 の誤をりが
る。 に意 不試明験。時 がないときや試験説構 る や論証行う
草聞時説がないと や の には能を力低減 解 文章の 成について理
作文能力 やに論は能証力をが低造減文。章解で や論証 行う文章解構をの
解がある。








らー な 文やを自 み には
基2福竜寺ZF3辞 ネイ辞専 の読 ティ よりは くらか
読語解柔能力・ の余をってが 把時握間がかかるが， 要旨
み も める。要 把握短の技 の能力はある。














話分表や学参加構問上の に る 用時 や構文の
流にすことができ























育， English as a Second Language : ESLと呼ばれている〉とはどのよう
な関係で行われるべきか，米国で作られたモデル・チャートを表 1に訳出して
おく。これらを例として，留学生を対象とした日本語教育の場合には，留学生
の日本語能力に英語能力を勘案して，同様なチャートが作られ，実施される必
要がある。
5. 大学に求められているもの
冒頭でも触れたが，日本の大学をとりまく条件は，今，急速かっ確実に変化
しようとしている 10。そして，大学が変革を迫られているこの時に，留学生受
け入れを中心にした国際交流の増大が，避け難い現実として日本の大学に迫っ
てきている。大学も重い腰を上げざるを得ない状況がそこにはある。すでに文
部省は子を打ち始めている。問題はそれぞれの大学が，状況をどう判断して行
動していくかで、あろう。この大学変革の時代に大学が生き残っていけるかどう
かは，それぞれの大学で働く者の意識にかかっている 11。そして，各大学にお
ける留学生教育の態勢の強化あるいは改革は，まさしく大学を構成する者それ
ぞれの意識によってその成否が左右される問題である。
そのような意識変革を行ない，それを一つの理念として集約しそれを効率
的に実行するために組織化を進めていくこと，これこそが国際社会に大学が貢
献する上で今，大学に求められていることではないだろうか120
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